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は， r自我を斡として展開される思想の方法Jとして「生活綴り方的方法の限界Jを述べ(向 p. 
113)， r自我を軸としないで客観的世界を刺!とする思想展開の方法を，もう一つの極としてもつ






























































った。J(倉津 1987 p.502) 
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(倉淳 1987 p.505) とも述べている。
ノト砂丘はその編集主幹である『綴方生活jにおいて， ~!1~名の新人を発掘し，励まそうとする。
また，試験的なものでも勇敢にとりあげる。そして，取り上げたものについても，それを万古不





















































(1編集後記Jr教育の世紀J第5巻第 1号 1927) と，その示す敬意に変わりはない。
































































のことばJij生活綴方事典j日本作文の会 1958 p. 1) 








成績である。Jと述べていることは，独善的な認識ではなかったのである。J(高森 1979 p. 
191)といった評価にもつながるものとなる。
( 4 ) この小砂丘における芸術教育に関する事情は，太郎良(1980)に詳しい。
( 5 ) 筆者は，小砂丘忠義の「自己-他者j概念の検討をもとにして，そこから彼の「綴方教育
の基本構造jを，飯田 (2012)において描いている。
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